
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

題字は書道同好会の 

景山英さんの作品です 

令和６年度  卒業証書授与式 

ご卒業おめでとうございます！ 

 今年は２月の積雪量が多く、校舎周りにもかなりの雪が残っていましたが、３月１日は

晴天に恵まれ、第６２期卒業生６０名の卒業証書授与式を執り行うことができました。 

 【校長式辞】では、岡秀樹校長から、イチローさんがメジャー殿堂入りした際の「能力

を生かす能力」という言葉を引用しながら、この力を磨く場面はごく平凡な日常の中にあ

り、例えば勉強と部活動の連続性や深いつながりに気付くこと、「余白」を空けて客観的に

眺めてみることの大切さを強調して伝えられました。 

 卒業生一人ひとりが呼名に応える大きな返事から始まり、最後は在

校生が後方からしっかりと校歌を歌い上げ、学校全体で創り上げた素

晴らしい式になりました。 

式後のホームルームでは、担任から卒業証書が渡され、卒業生は一

人ひとり、高校生活の思い出や将来の抱負、担任やクラスメイト、保

護者への感謝の気持ちなどを伝えていました。思い出ムービーや合唱

もあり、笑いも涙もクラスで共有する温かいひとときでした。 

卒業生の皆さんが、新しい世界で大鵬
おおとり

となり羽ばたいていってくれ

ることを期待しています。 

 【卒業生答辞】では、前生徒会長の和久利昊生さんが、「コロナ禍を経験した１年次。

その一年間があったからこそ、何気ない日常がどれほど幸せなのか実感した。」と振り

返りました。そして、生徒会執行部として様々な行事等に携わってきた二年間。他の委

員会にも協力を仰ぎながら、協力して成し遂げた鵬雲祭。“みんなで一つのことに熱く

なれる学年”と表現し、同級生への熱い想いと共に、「これからの人生も、私達らしく、

楽しみながら切り拓いていこう」とエールを送りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銅賞だったとき、銅は金と同じと書くから金賞と 

同じだよって励ましてくれたおばあちゃん。 

当時は色が違うじゃんとか思ってたけど、 

今はやっと意味がわかったよ。 三上 薫 

この短歌集には、毎年、卒業 

を迎える小中高の最高学年の児 

童・生徒が考えた短歌を載せて 

いただいています。今年も３年 

生が日常から感じている想いや、 

友達とのかけがえのない日々、卒業・進路に

向けての想いを綴っています。 

この日は、生徒会が中心と 

なって制作した生徒会誌「月根

尾」も配布されました。令和６年

度がギュッと詰まった一冊に 

なっています。 

探究フェスタに参加したことで自分自身のことや探究

活動のことについて考えを深めることができ、今までよ

りももっと自分達の活動に対する思いが強くなった。  

自分たちでは全く思いつかなかったようなアイディア

や改善点を教えてもらい、他校のそれぞれの地域ごとの

課題に対する活動を知ることができて、とても貴重な体

験ができた。  

同じような流れで活動を進めているグループが複数あ

り、今後の私たちの活動の参考となるようなものが多か

った。どのようにして自分の地域で採れるものを活用し

ていくべきかよく分かった。  

今年は島根県立大学浜田キャンパスで開催

され、生命地域学で課題研究に取り組んでい

る２年生の２つの班が参加しました。  

午前の部「探究学習発表会」では、それぞ

れ他校の３つの班とグループになり、発表を

行いました。  

他校は成果発表が多い中でしたが、本校は課題研究初

期段階での発表となりました。そのため様々なアドバイ

スを頂くことができ、３月１２日、１３日に行う資源獲

得プレゼンに向け、良い経験になりました。  

午後の部「探究交流プログラム」では、個々の生徒が

他校の生徒とグループを組み、それぞれの探究活動につ

いて質問やアドバイスを行いました。  

生徒たちは、探究活動への取り組み方などを深め合う

ことができました。２年生の仲間へ、それぞれが得た経

験を伝えていって欲しいです。  

生徒会執行部が「３年生の高校生活最後の楽しい

思い出を作りたい」と企画し、卒業式前日に全校生

徒で３年生を送る会を行いました。 

今年は生徒会オリジナルの劇「シンデレラ（生徒

会バージョン）」が行われ、３年学年部の先生方にも

参加してもらいました。“この先、うまくいかないこ

ともあるかもしれないけれど、諦めずに頑張ればい

つか必ず報われる時が来る”というメッセージが込

められた劇でした。先生方の登場に、笑いが起こっ

ていました。 

 

最後に、３年生の各クラスの代表生徒２名が挨拶

を行いました。「一人ひとりの進路実現に向け、最後

までサポートしてくださった柿田先生」「親身になっ

て相談にのってくださり、最後まで見届けてくださ

った竹﨑先生」と、３年間担任を務められた２人の

先生へ感謝の気持ちが伝えられ、和やかな雰囲気で

会が終わりました。 

 その後、記念品として、卒業証書ホルダー、印鑑、

卒業生会名簿を贈呈していただきました。新入会員

代表挨拶は影山翔音さんが務め、「先輩方が築き支え

てこられた飯南高校の名に恥じぬよう、母校の更な

る発展のために力を尽くしていきたいと思います。」

と、大谷会長、竹澤副会長に向けて挨拶をしました。 

 新たに卒業生６０名が鵬雲会会員として入会しま

した。はじめに、大谷哲也会長が卒業生に向けて、

「鵬雲会は、飯南高校の最大のサポーターとして

様々な活動に取り組んでいます。これからは皆さん

も鵬雲会の会員として、母校の発展のために力を貸

していただきたいと思います。飯南町で過ごした楽

しい思い出、飯南高校で学んだことを誇りに思い、

社会で役立つ人材として活躍されることを心から願

っています。」というお祝いの言葉と共に、鵬雲会へ

の入会を歓迎してくださいました。 

子育てや子ども、家族に関する楽しさ、うれしさや感

動などを「ことのは（言葉）」で表す「ことのは大賞」。

本校の生徒の作品がこっころの部（１８歳以下の部）で

表彰されました。 

学校へ行くとき何をしてても後まわしにして必ず 

「行ってらっしゃい」を言いに来てくれる母 

石賀 遼果 

出品作品の中で５名のみが選ばれる

優良賞。作品にちなんだオリジナルイ

ラストもいただきました。 

松村大輝さんが、「遠くに

いるあなたへ」という題名

で上記コンテストの高校生

の部に応募しました。高校

生の部には、１９，６７６

作品の応募があった中で、

見 見事に 

を受賞しました。 

松村さんの前向きで優しく温かな人柄が伝わ

ってくるエッセイです。 

 ２月２１日には、島根県ＪＩＣＡデスクの

舛本様から、本校の校長室で表彰をしていた

だきました。記念品としてフェアトレード商

品のカバンの贈呈もありました。 

卒業式では、塚原隆昭飯南町長が祝辞の中

で、【辛い日々 支えてくれた飯南町 忘れも

しない 第二の故郷】などの３作品を披露して

くださいました。 

（大脇光生・田中翔也・西本学隼） 

（安部修太・金山小雪・三上紗季） 

朝生初咲・清水康生・高尾斗梧・殿川颯人 

和久利昊生 

迫田来飛 

荻野雷椛 

影山翔音・高橋遥希・永間友梨・矢野宥都 

団体賞にも応募し、

運動推進に寄与した

として、感謝状もい

ただきました！ 



 ２月下旬、学校運営協議会を開催し、

今年度の学校評価を終えました。 

今後本校ホームページに結果を掲載

しますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより月根尾３月号 令和７年３月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

飯南町創立２０周年記念式典 記念講演で 

インタビュアーを務めました！ 

本校卒業生で、現在漫画家として活躍されている「ぽ

んとごたんだ」さんの記念講演に、インタビュアーと

して報道部の澤田煌明さん、長島圭汰さんが参加させ

ていただきました。講演は、事前に町民の方から出た

質問に答えてもらう形で進められました。 

 澤田さんは「飯南町の良い所やインタビューを楽し

く進行する方法、ぽんとごたんださんのプライベート

も知ることができる良い式典になりました。報道部の

初代創設者であるぽんとごたんださんの意思を継げる

よ 

第７４回全国高等学校総合体育大会スキー競技 

会場：北海道「国設阿寒湖畔スキー場」 

【男子大回転】和久利 昊生 １２４位 

【女子大回転】梅木  咲季 出場 

【男 子 回 転】和久利 昊生 ８１位 

【女子回転】 梅木  咲季 １１３位 

第７９回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会 

会場：秋田県「花輪スキー場」 

【少年男子大回転】和久利 昊生 ８８位 

【少年女子大回転】梅木  咲季 ８５位 

【少年男子１０km】吉川  真太 ８６位 

山戸  拓郎 ９３位 

第３７回全国高等学校選抜スキー大会 

（アルペン種目） 

会場：長野県「山ノ内町志賀高原 

ジャイアントスキー場」 

【女子大回転】梅木 咲季 ７３位 

【女 子 回 転】梅木 咲季 ５１位 

 

３日（木）開寮（正午） 

８日（火）始業式 

９日（水）入学式・入寮式 

１０日（木）新入生オリエンテーション 

１６日（水）ＰＴＡ評議員会・合同委員会 

２３日（水）家庭学習日 
 

＊令和７年度の年間行事予定は、 

  ４月８日始業式の日に配布します。 

第３２回中国高等学校新人スキー大会 

会場：鳥取県「わかさ氷ノ山スキー場」 

【男 子 大 回 転】西村 拓真 

【男 子 回 転】１名出場 

【男 子 フ リ ー】影山 莉音 

【男子クラシカル】影山 莉音 

ように、これからも報道部や司会を頑張っていきたい

です！」、長島さんは「自分が舞台の上に立ちインタビ

ューするという体験は全くしたことがなかったので、

とても緊張し、間を持たせることの難しさを感じまし

た。今回の課題を受け止めて、次回に活かせるように

していきたいです。」と話してくれました。 


